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管
理
者
う
る
し
ま
の 

ヨ
モ
ヤ
マ
バ
ナ
シ 

１
２
月
１
日
は
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
な
に
わ
の
創
立

記
念
日
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
創
立
記
念
食
が
振

舞
わ
れ
ま
し
た
！ 

今
年
の
メ
ニ
ュ
ー
は 

・ 
お
赤
飯 

 
 
 
 
 
 

・ 

天
ぷ
ら
盛
り
合
わ
せ 

・ 

ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ 

 
 

・ 

卵
豆
腐 

・ 

ア
ボ
カ
ド
サ
ラ
ダ 

 

・ 

お
吸
い
物 

・ 

メ
ロ
ン
と
イ
チ
ゴ
、
和
菓
子 

 
 

で
し
た
！
！ 

 

こ
の
記
念
食
に
か
か
る
費
用
は
、
「
な
に
わ
の
里

と
歩
む
会
」
か
ら
の
ご
寄
付
を
充
て
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。
い
つ
も
応
援
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
回
は
ス
テ
キ
な
チ
ラ
シ
が
事
前
に
用
意
さ
れ
、

利
用
者
さ
ん
も
「
一
年
に
一
度
の
記
念
食
だ
」
と
楽

し
み
に
さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
当
日
、
利
用
者

さ
ん
の
嬉
し
そ
う
な
お
顔
を
撮
影
さ
せ
て
頂
き
な

が
ら
、
私
自
身
も
励
ま
さ
れ
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
（
小
池
） 

創立記念食を実施しました！ 

 
 

ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
な
に
わ
サ
テ
ラ
イ
ト
で
取
り

組
ん
で
い
た
和
紙
製
品
（
紙
漉
き
製
品
）
の
作
成

で
す
が
、
昨
年
度
末
で
活
動
を
終
了
致
し
ま
し

た
。
ご
家
族
や
近
隣
の
方
々
に
も
ご
愛
顧
を
頂
き

ま
し
て
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

設
備
一
式
に
つ
い
て
な
の
で
す
が
、
和
紙
製
品

作
成
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
、
あ
る
い
は
こ
れ

か
ら
取
り
組
ま
れ
る
な
ど
で
必
要
な
方
が
お
ら

れ
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
譲
り
致
し
た
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。
ご
郵
送
す
る
の
が
難
し
い
と
思
わ
れ
、

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
な
に

わ
サ
テ
ラ
イ
ト
ま
で
取
り
に
来
て
頂
け
る
方
に
お

譲
り
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
（
使
っ
て
い
た

頃
の
写
真
を
表
紙
に
載
せ
て
お
り
ま
す
）。 

 
 

〒
５
８
２-
０
０
２
４ 

大
阪
府
柏
原
市
田
辺
１-

３-

１
６ 

０
７
２-

９
７
６-
０
７
２
０ 

小
池
ま
で 

 

ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。  

（小
池
） 

 

和
紙
作
成
（
紙
漉
き
）
の

設
備
を
お
譲
り
し
ま
す 

 

２
０
２
４
年
が
始
ま
り
ま
し
た 

 
 

２
０
２
４
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
年
明
け
早
々
、
能
登
半
島
地
震
や
羽
田
空
港
で
の
飛

行
機
事
故
な
ど
衝
撃
的
な
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て
き
ま
し
た
。
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
に

ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
現
在
も
苦
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
方
々
が
、
少

し
で
も
早
く
安
心
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
心
よ
り
願
い
ま
す
。 

 
 

２
０
２
３
年
５
月
に
コ
ロ
ナ
が
５
類
に
な
り
、
ど
う
な
る
こ
と
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
不

思
議
な
こ
と
に
思
っ
た
ほ
ど
爆
発
的
な
感
染
が
あ
り
ま
せ
ん
。
法
人
と
し
て
も
感
染
を
恐

れ
つ
つ
、
帰
宅
や
外
出
な
ど
の
制
限
は
徐
々
に
な
く
し
て
い
る
状
況
で
す
。
世
間
的
に
は
電

車
内
で
も
マ
ス
ク
を
し
な
い
人
が
増
え
る
な
ど
、
こ
れ
か
ら
も
脱
コ
ロ
ナ
感
は
よ
り
一
層
強

ま
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
も
ん
と

割
り
切
る
し
か
な
い
の
で
し
ょ
う
ね
。
と
は
言
え
、
８
月
に
は
入
所
施
設
で
コ
ロ
ナ
感
染
が

広
が
り
、
３
分
の
２
の
利
用
者
さ
ん
に
コ
ロ
ナ
の
症
状
が
出
て
、
ス
タ
ッ
フ
も
複
数
名
罹
患
し

ま
し
た
。
生
活
施
設
に
と
っ
て
感
染
し
た
際
の
影
響
力
は
、
５
類
に
な
っ
て
も
変
わ
り
ま
せ

ん
。
変
化
す
る
世
間
と
変
わ
ら
な
い
施
設
。
こ
の
対
比
を
苦
々
し
く
感
じ
つ
つ
も
、
慣
れ
て

い
か
な
い
と
な
あ
と
言
い
聞
か
せ
て
い
ま
す
。 

 

現
在
、
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
な
に
わ
で
は
、
補
助
金
を
受
け
て
外
壁
や
屋
根
の
塗
装
工
事
を

実
施
中
で
す
。
屋
根
や
壁
の
色
は
み
ん
な
で
決
め
ま
し
た
。
３
月
に
は
新
し
い
外
観
を
披
露

で
き
る
予
定
で
す
。
申
請
の
準
備
に
奔
走
し
て
く
れ
た
事
務
ス
タ
ッ
フ
、
工
事
中
に
我
慢
を

強
い
て
い
る
入
所
利
用
者
さ
ん
や
現
場
ス
タ
ッ
フ
に
感
謝
で
す
。 

 

こ
の
場
で
週
１
回
家
族
の
弁
当
を
作
っ
て
い
る
報
告
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
恥
ず
か
し
な
が

ら
８
月
か
ら
作
れ
て
い
ま
せ
ん
。
一
度
途
切
れ
る
と
次
に
始
め
る
き
っ
か
け
が
な
く
て…

。

こ
の
報
告
を
機
に
再
開
し
ま
す
！
ま
た
、
１
月
に
地
元
の
市
民
マ
ラ
ソ
ン
（
２
１
ｋ
ｍ
）
に
出

場
す
る
た
め
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
中
で
す
。
練
習
し
過
ぎ
る
と
膝
に
痛
み
が
出
る
の
で
す
が
、

一
定
継
続
し
な
い
と
走
り
切
る
体
力
が
養
え
ま
せ
ん
。
自
分
の
体
と
相
談
す
る
良
い
機
会

と
捉
え
、
完
走
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

年末だろうが年始だろうが決まった行事は娘にはな

く、いつものように自由気ままに過ごしています（笑）。 

娘はまず、帰宅をすると必ず 4～5回自分のペースで

お風呂に入り、水の感触を楽しんでいます。大好きなお

風呂後は、チラシをちぎる感触を楽しみながら音楽を聞

いて過ごします。 

毎年正月は「初詣に行こう」「おせちを食べよう」と声を

かけても自分のペースは崩さず、家で大好きなカレーや

うどんを作るよう決まって言われます。 

しかし、大晦日だけは年越しそばを食べてくれま

す！！娘は麺類が大好きなので・・・(^▽^) 

今回の年末年始は、娘と一緒に自由気ままに過ごし

たいと思っています。 

ｂｙ S 

 

第１回 

第 22回 

お母さんが日々感じていることを 

ちょっとだけ垣間見るコーナーです 

今回のテーマ 

グループホームわらびのＳさん 

 

我が家の年末年始
の過ごし方 

 

担当者コメント欄 

みなさま、どんな年末年始を過ごしていましたか？ 

ご家庭によって様々な過ごし方があると思います。 

２つのご家庭にインタビューさせていただき、楽しい

年末年始の様子を垣間見ることができました♡ 

ご協力いただき、ありがとうございました！ 

（吉岡（明）・鬼頭） 

 

笑って終わり笑って始まる 

 家族みんなバラエティが好きなので、年末はみんなでテ

レビを見ながら笑って年を越すのが我が家のモットーで

す！年始は早起きして初日の出を見ます。また一年が始

まったな～としみじみ感じます。 

コロナ前は、元旦の朝早くから家族でよく初売りに出か

けていましたが、ここ最近は近くの神社で初詣をして、家

でゆっくり過ごすことが増えました。おせち料理は子どもた

ちがあまり好きではないので、筑前煮、だし巻き、ハム、栗

きんとん、黒豆など、必ず食べてくれるものを出します。お

正月に行く実家で豪華なおせち料理を出してくれるので、

つい甘えてしまっています(^▽^;)💦実家に行った夜は焼

肉に行くことが多いのですが、年を越して初めて食べるお

肉は格別ですね      

毎年、お笑いのテレビなどを見ながら賑やかに年末年

始を過ごしている我が家…。今年は受験を控えている子

どもがいるので、いつもとはまた違った年越しになりそうな

予感！？                        ｂｙ Ｍ 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブラ 

マエダ 

atelier naniwa 

第10回 

理事長マエダが、ブラブラするコーナーです 

 

なにわの里で使用している自立課題や

支援ツールを紹介するコーナー 

は
じ
ま
り
ま
し
た
「ブ
ラ
マ
エ
ダ
」。
今
回
は
福
知
山
学
園
の
松
本
理
事
長
を
ブ
ラ
ブ
ラ
と
訪
ね
ま
し
た
。 

 

マ
エ
ダ 

  

「本
日
は
こ
れ
か
ら
の
社
会
福
祉
法
人
経
営
に
つ
い
て
お
話
で
き
れ
ば
と
」 

松
本
理
事
長
「
大
い
に
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
社
会
構
造
の
大
き
な
変
化
、
超
人
材
難
時
代
の
中
で
、
社
会
福
祉
法
人 

に
限
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
組
織
が
根
本
的
な
姿
勢
を
見
直
す
時
が
来
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」 

マ
エ
ダ 

   

「
例
え
ば
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
？
」 

松
本
理
事
長
「ま
ず
は
、
ト
ッ
プ
が
ブ
レ
な
い
こ
と
。
我
々
で
あ
れ
ば
、
今
こ
そ
『福
知
山
か
ら
世
の
中
を
変
え
て
い
く
』 

と
い
う
気
概
を
も
ち
、
実
際
に
実
践
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。 

そ
の
上
で
『ス
タ
ッ
フ
を
大
切
に
す
る
こ
と
』
『真
の
連
携
を
構
築
す
る
こ
と
』が
重
要
か
と
思
い
ま
す
」 

 

マ
エ
ダ 

 
 

「具
体
的
に
は
ど
ん
な
事
で
し
ょ
う
か
？
」  

松
本
理
事
長
「支
援
者
が
集
ま
ら
ず
、
実
際
に
利
用
者
支
援
が
継
続
で
き
な
い
施
設
も
出
て
き
て
い
ま
す
。 

誤
解
を
恐
れ
ず
言
い
ま
す
が
、
『利
用
者
の
た
め
』
ば
か
り
が
叫
ば
れ
、
ス
タ
ッ
フ
に
無
理
難
題
が
押
し 

付
け
ら
れ
て
き
た
結
果
、
支
援
者
が
い
な
く
な
り
利
用
者
支
援
が
継
続
で
き
な
い
。
と
い
う
事
態
に
陥 

っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
『利
用
者
を
大
切
に
』
と
い
う
こ
と
は
大
前
提
で
す
が
、
支
援
者
に
と
っ
て
働
き 

や
す
い
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
の
整
備
を
も
っ
と
優
先
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
」 

マ
エ
ダ 
 
 

「福
知
山
学
園
の
最
新
の
施
設
や
新
し
い
制
度
か
ら
は
、
そ
の
考
え
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
ね
」 

松
本
理
事
長
「あ
と
は
真
の
連
携
で
す
。
国
が
補
助
金
を
出
し
て
く
れ
な
い
な
ら
、
賛
同
い
た
だ
け
る
企
業
に
売
り
込 

む
。
同
じ
志
の
法
人
が
経
営
課
題
を
、
国
等
に
発
信
し
て
い
く
と
い
っ
た
心
意
気
が
必
要
と
思
い
ま
す
」 

 

今
回
も
、
超
々
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
松
本
理
事
長
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

「福知山学園」をブラブラ 

 

アトリエナニワ 

【ツールの説明】 

・腹筋ローラーを壁に上下に動かして肩

の運動を行う。 

 

 

【ツールのメリット】 

・腕を伸ばして上下に動かすことで肩

の筋肉が柔らかくなる。 

・前傾姿勢を矯正するのに効果的。 

・ローラーを動かす方向が矢印で視覚

的に示されているため、どう動かせ

ばいいかがわかりやすい。 

 
（ 通所１係 中川 頌太 ） 

 『 肩の運動 』 

腹筋ローラーで上にある 

鈴が鳴るまで腕を上げる。 

 

 

赤の矢印に沿って 

上下に動かす。 

 

写真① 写真② 



【はじめに】 

A さんは、休日はいつも近所のスーパーへ買い物に行ってお菓子と飲み物を買っています。しかし、緩やかに体

重が増加してきていて、このままでは A さんの好きな買い物に行けなくなることが考えられました。そのため、本

人の好きなこと（買い物）を続けることができるように支援を実施しました。また、支援をしていくにあたって管

理栄養士とも連携を取りながら進めました。 

 

【Aさんの紹介】 

 A さんは、なにわの里のグループホームを利用している、知的障害のある 50 代の男性の方です。人と関わるのが

好きな方で、グループホームではよくスタッフや世話人さんと会話をしています。 

 

【今回の支援を行った経緯】 

 A さんは休日の余暇を自分で決めていて、毎回近所のスーパーにお菓子と飲み物を買いに行っています。買う物

は本人が決めていて、食べたい物を買っています。徐々に体重が増えてきており、2023 年 5 月時点で 71.4ｋｇ

（BMI24.4）でした。 

 このまま体重が増えてしまうと肥満（BMI25 以上で肥満）になってしまうので、体重増加を防ぐため買い物の支

援を実施しました。支援を進めるにあたって本人の楽しみ（買い物）をなくすのではなく、楽しみを続けながら減

量できる方法を、管理栄養士と連携しながら進めました。 

 

【ベースラインの記録】 

 支援を進める前に A さんの現状の記録を取りました。 

A さんがどのようなものを買っているのか把握して今後の 

支援に活かすためです。記録した内容は以下の通りです。 

 

① 商品名 

② カロリー 

 

記録の結果は表 1 の通りです。1 回で 800kcal 以上のお菓 

子と飲み物を買っている日もあり、改善の必要があると思わ 

れました。得られた結果を元に管理栄養士とどのように支援を 

進めるかを決めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

C a s e 

book 
なにわの里 支援の実践紹介 

買い物の支援 

自身の健康状態に合わせた余暇ができるように 

入所 GH 支援 2 係 木村翔太 

 

○○支援●係  ・・・・ 

 

 
表 1 



【支援内容の決定】 

 管理栄養士との相談の結果、1 回の買い物で 

お菓子と飲み物の合計のカロリーに上限を設け 

ることにしました。具体的には１回の買い物で 

300kcal までにするようにしました。ですが、 

A さんに「あわせて 300kcal までにしてね」 

と伝えてもわからないのではないかと考えまし 

た。そこで、『買い物のお知らせ』（表２参照） 

を作成しました。A さんと一緒に書面を確認し 

ながら説明をしました。細かい設定は理解して 

いない様子でしたが、買い物の内容が変わるこ 

とはわかってくれました。 

また、A さんの買い物にはスタッフも同行し 

ておりスタッフと買い物の内容についてやり 

取りを続けていくうちに本人も買えるものと買 

えないものの感覚がつかめてくるのではないか 

と考えて支援を進めました。 

 

【買い物の支援開始】 

・買い物の支援初回の様子 

 スーパーではいつも通り大袋のお菓子を買おうとしていま 

したが、一緒にカロリーの表記を確認して買えないことを伝え 

ました。その後も何度か同じようなやり取りをしました。A さ 

んから、「飲み物も買いたい」との意思表示があったため、先に 

飲み物を見に行き、紙パックのコーヒー（235kcal）を選択さ 

れました。飲み物が決まったので残りのカロリー（65kcal）を 

本人に伝えて 65Kcal 内で買えるお菓子を一緒に選びました。 

結果、えびせん（58kcal）を選択されました。計 293kcal でし 

た。A さんには「これからもスタッフと相談して買い物してね」 

と伝えました。 

・支援後の買い物記録について 

 表 3 の記録からもわかる通り、支援開始後から概ね 300kcal 

以内で買い物ができています。8 月の後半くらいからはゼロキ 

ロカロリーの飲み物を購入するなど、買い物の工夫がうかがえ 

ます。ベースラインの記録と比べて大きく買い物の内容が変わり 

ました。 

 

【まとめ】 

 支援の結果、表４のように支援前と比べて徐々に体重が落ち 

てきています。支援の目的として A さんの好きなこと（買い物） 

が続けられるようにしようと考えてきました。A さんの買い物の 

ときの様子として、スタッフと相談しながら決められた制限内で 

お菓子と飲み物を買えています。また、A さんが選んだお菓子を持ってきて、スタッフが「これは 300kcal 以上あ

るから買えないよ」と言ってもすんなりと受け入れて別のお菓子にしてくれます。また、最近は買い物の時に

「300kcal までにしなあかんからな」と言うこともありました。A さんなりにカロリーのことを意識して決められ

た中で買い物を楽しんでおられるようです。今後も本人の健康状態に合わせて管理栄養士と連携を取りながら A さ

んの好きなことを続けられるように支援を続けたいと思います。 
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ジムインこいけのなんでも日記 

なにわの里サポータークラブに資金又は物品・労力などでご支援をいただいた方々 

2023年 7月１日～12月３１日                                       （敬称略・順不同） 

 

（法人の部） 

イワタニ近畿株式会社  株式会社辰巳工務店   なにわの里と歩む会 

（個人の部） 

小島 武郎   中谷 孝   山下 孝子   小畑 貴央   小野 雅司   中島 由香   森 陽介   白根 英樹 

三好 隆紹   光田 一二三   小島 純子   小島 俊郎   井上 明子   松田 恭一   廣橋 庄子   安井 喜誉嗣 

本部 文雄   小畑 チヅ子   合田 裕章   田中 仁紀子   田中 賢一   西原 周美   谷野 恵津子 

湯淺 美奈子   車谷 二三夫   坪田 信道   湯淺 珠樹   井谷 有希子   井堂 光   小畑 拡嗣   金田 珠江 

亀井 幸子   高橋 八州子   神田 泰寛   車谷 清里   坂本 美弥   佐藤 太志   高岸 恭子   千原 昭二 

寺田 誠一   時野 浩司   中谷 弘子   中田 有香   西田 敏之  濱田 由紀子   馬場 勝巳   藤原 昌  

松尾 保隆   松田 由紀   松原 史敏   道本 佳憲   光田 英弘   宮﨑 正己   森 央樹   油利 彰博 

渡邉 哲理   赤松 福枝   井形 正信   井田 博   井田 喜美代   井上 政二   生駒 ひとみ   佐々木 雅美  

坪田 裕子   中川 龍樹   長橋 徹也   延田 輝   三好 智行   村松 克己   保田 千里   北浦 康司 

杉本 武志   三木 由貴男   中島 恭子   湯里 一夫   太田 稔 

「
大
切
な
風
景
の
共
有
」 

 
 

な
に
わ
の
里
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
守
る
た
め
に
、
定
期
的
に
「
セ
ル

フ
ケ
ア
研
修
」
と
い
う
研
修
を
開
い
て
い
ま
す
。
こ
の
研
修
は
、
な
に
わ
の
里
に
長
く

関
わ
っ
て
下
さ
っ
て
い
る
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
先
生
が
担
当
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
全
体
的
な
研
修
と
は
別
に
、
個
別
の
相
談
を
す
る
こ
と
も
で
き
、
僕
は
２
０
１

９
年
か
ら
お
お
む
ね
月
に
一
度
、
先
生
と
の
お
話
の
時
間
を
頂
い
て
き
ま
し
た
。 

 

仕
事
の
こ
と
、
ま
た
体
調
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
た
僕
に
上
司
が
「
先
生
と
話
す
時
間

を
と
っ
て
み
て
は
ど
う
？
」
と
声
を
か
け
て
下
さ
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
ラ
イ
フ

サ
ポ
ー
ト
な
に
わ
の
一
室
で
初
め
て
先
生
と
お
話
さ
せ
て
頂
い
た
時
間
は
、今
も
僕

の
中
で
と
て
も
大
切
な
も
の
で
す
。
先
生
は
僕
の
気
持
ち
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
た

め
に
「
小
池
さ
ん
が
一
番
穏
や
か
に
い
ら
れ
る
風
景
を
思
い
描
い
て
み
て
下
さ
い
」
と

話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
僕
の
心
に
浮
か
ん
だ
の
は
、
１
５
歳
か
ら
１
０
年

ほ
ど
過
ご
し
た
田
舎
の
風
景
で
し
た
。当
時
、
体
調
が
思
わ
し
く
な
く
、学
校
に
は
行

か
ず
に
家
で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
夕
方
に
な
る
と
、
家
の
前
の
道
を
犬
と
散
歩
す

る
の
が
、
そ
の
と
き
の
自
分
に
と
っ
て
大
切
な
時
間
で
し
た
。道
の
真
ん
中
に
座
っ
て
、

夕
暮
れ
を
ぼ
ん
や
り
と
見
る
、そ
ん
な
穏
や
か
な
時
間
で
し
た
。 

 

目
を
瞑
っ
て
、
田
舎
の
風
景
の
中
に
身
を
置
き
、
先
生
の
言
葉
を
聴
い
て
い
る
と
、

涙
が
あ
ふ
れ
る
よ
う
に
出
て
き
ま
し
た
。
苦
し
い
と
か
、
あ
る
い
は
嬉
し
い
と
か
、
具

体
的
に
言
い
表
せ
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
胸
の
中
に
留
め
て
い
た
思
い
が

安
心
し
た
よ
う
に
出
て
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
、
い
つ
も
あ
る
胸
の
息
苦
し

さ
が
す
ー
っ
と
楽
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

先
生
と
は
、
こ
の
と
き
の
こ
と
を
今
も
よ
く
話
し
ま
す
。
こ
の
５

年
、
大
切
に
し
て
い
る
風
景
や
出
来
事
を
先
生
と
共
有
し
な
が

ら
、
た
く
さ
ん
の
大
切
な
こ
と
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
先
生
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
、職
場
内
の
方
々
と
も
大
切
な

思
い
を
共
有
で
き
て
い
る
よ
う
に
自
分
は
思
い
ま
す
。
今
も
仕
事

の
こ
と
、
体
調
の
こ
と
、
悩
む
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
大

切
な
思
い
を
共
有
し
な
が
ら
、
ぼ
ち
ぼ
ち
と
や
っ
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
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なにわの里スタッフの紹介コーナーです。インタビュー形式で、スタッフの声をお届けします！ 

第 112号 

2024年 1月 10日発行 

発行責任者 漆嶋真一 

社会福祉法人 なにわの里 

〒582-0025 柏原市国分西 1-3-43HOPE ハウス 202 

E-mail naniwa@naniwanosato.jp 

HP http://naniwanosato.jp 

森本 英梨 
（通所支援１係） 

 

― 森本さんが入職したのは２０１５年なので、もう８年になりますね。これまでのお仕事の中で、印象に残

っていることはどんなことですか？ 

   

利用者さん達との一泊二日の旅行が印象に残っています。これまで３回、一緒に行かせて頂いたことが

あるのですが、旅行先では小さなハプニングがあったりします。着替えを一着しか持っていっていなかった

のに、利用者さんが自分の服にしょう油をこぼしてしまって、ホテルの洗面台で必死に洗ったこともありまし

た。また、ある利用者さんが隣のスタッフのお刺身を食べてしまったこともありました。そんなハプニングも

楽しい思い出です。こちらは「初めての場所で利用者さん達は大丈夫かな？」「夜は眠れるかな？」と考え

るのですが、結構柔軟に過ごしておられて、ふとんでゴロゴロされていたりしたことを思い出します。 

― ありがとうございます。では、この仕事をしていて大変やな・・・と思うことはどんなことですか？ 

   

やはり体力は使う仕事で、勤務を終えて家に帰ると、どーっと疲れが出ますね。特に昨年の６月に育休から復帰後は、家に帰った後も

家事に育児に大変です。復帰して１，２ヵ月は特に「仕事、続けていけるかな」と不安になることもありました。大変ではありますが、最近

は「大事をとることの大切さ」を学んだように思います。「今の体調だと、ここで無理をするとダウンするかもしれないから少しセーブしよ

う」とか、自分のペースを考えて行動できるようにもなったかなと感じます。 

私自身、独身時代はどちらかというと「お休みの人をカバーする方の立場」だったと思います。今、子どもの急な体調不良などで休ま

なければならないとき、「休む立場のしんどさ」を感じますし、また助けてもらえることのありがたさを感じます。その立場に立ってみないと

わからないこともありますし、いろいろな立場を経験できているのは自分の糧になっているんだろうなと思います。 

 

― 森本さんにとっての仕事のやりがいや、嬉しいなと思うことはどんなことですか？ 

  

育休に入る前は児童支援の部署で働いていました。中学２年の子を受け持っていて、国語の学習支援を行っていました。そのときは

「この支援でいいのかな」と不安も感じており、また、自分が育休に入ったので担当を引き継ぐことにもなりました。その後、その子は高校

受験を迎えることになるのですが、「国語に自信が持てていてよかった」と言ってくれていたそうで、そのことを担当を引き継いだスタッフ

が私に教えてくれました。その時の支援が、その子の自信につながっていたことがとても嬉しかったですし、担当を引き継いだスタッフが

自分にそれを教えてくれたことも嬉しかったです。 

そういうスタッフ同士の和があることが、なにわの里の良さじゃないかな、と自分は感じています。私は根はにぎやかな方なのですが、

学生時代はあまり自分の素を周りに出せていなかったと振り返って感じます。なにわの里では素のにぎやかな自分を出せている、それは

やっぱり周りの方の人の良さがあるからだろうなと思っていますし、とてもありがたく感じています。 

~お知らせ~ 

年間研修チラシでご案内をしておりました「実践事例発表会

（YouTube で 3月配信予定）」ですが、今年度は中止とさせて

頂くこととなりました。楽しみにして下さっていた方がおられました

ら、申し訳ございません。 

今年度のなにわの里の公開講座は終了となります。ご参加くださ

った皆さま、ありがとうございました。来年度もどうぞよろしくお願い

致します。 

mailto:naniwa@naniwanosato.jp
http://naniwanosato.jp/

